
ピ
カ
イ
チ
！ 

メ
ー
カ
ー
の
主
張
─
こ
の
製
品
の
こ
こ
が
す
ご
い
！

ピ
カ
イ
チ
！ 

ポ
イ
ン
ト

◎
レ
ン
ガ
調
・
大
谷
石
・
織
物
の
表
情
を
忠
実
に
再
現

◎
自
然
光
や
照
明
光
で
壁
面
に
陰
影
を
表
現
で
き
る

◎
455
×
1
千
820
㎜
の
大
判
サ
イ
ズ
で
施
工
性
が
よ
い

人物写真＝加藤元樹
取材・文＝編集部

「
ダ
イ
ラ
イ
ト
」の
機
能
性
を
生
か
し
た

天
然
素
材
の
表
情
を
湛
え
る
不
燃
壁
材

エコ事業部 DIL開発課 課長

川邊伸夫氏

GUEST 
大建工業

施
工
性
の
高
さ
は
天
然
素
材
を
凌
駕

　
「G

R
AV

IO
 ED

G
E

」の
大
き
な
特
徴
は
、

独
自
プ
レ
ス
成
型
技
術
に
よ
る
深
彫
り
加
工

に
よ
っ
て
、
天
然
素
材
と
見
間
違
え
る
よ
う

な
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
豊
か
な
表
面
に
仕
上
が
っ

て
い
る
こ
と
。「
ピ
ー
ス
の
境
目
に
刻
み
込

ま
れ
る
溝
の
角
度
は
一
般
的
な
仕
上
げ
材

の 

 60° 

に
対
し
て

  75°
と
垂
直
に
近
く
、
ビ
ニ
ル

ク
ロ
ス
に
は
表
現
で
き
な
い
趣
の
あ
る
表
情

を
湛た

た

え
ま
す
。
そ
の
表
現
力
の
高
さ
は
、
思

わ
ず
手
で
触
っ
て
み
た
く
な
る
ほ
ど
。
自
然

光
や
照
明
光
が
当
た
る
と
、
陰
影
が
強
調
さ

れ
る
の
で
、
視
線
が
自
然
と
壁
面
に
誘
導
さ

れ
ま
す
」（
川
邊
氏
）。

　

施
工
性
の
高
さ
も
大
き
な
強
み
。
タ
イ
ル

や
天
然
石
は
比
重
が
1
を
超
え
る
も
の
が
多

く
、
加
工
や
取
り
付
け
、
目
地
の
処
理
な
ど

に
手
間
が
か
か
る
。
一
方
、「G

R
AV

IO
 ED

 
G

E

」
の
比
重
は
0.8
と
軽
い
ほ
か
、
手
鋸
で
簡

単
に
切
断
で
き
る
。
サ
イ
ズ
も
455
×
1
千
820

㎜
の
大
判
で
、
石
膏
ボ
ー
ド
な
ど
に
張
り
付

け
る
だ
け
。
目
地
処
理
は
必
要
な
い
。
相
决

壁
材
と
し
て
進
化
す
る
「
ダ
イ
ラ
イ
ト
」

　

将
来
的
な
住
宅
着
工
件
数
の
減
少
は
、
住

宅
向
け
建
材
を
主
力
と
し
て
事
業
を
行
う
建

材
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な
い
問

題
で
あ
る
。
安
定
し
た
事
業
収
益
を
確
保
す

る
に
は
、
既
存
技
術
の
特
徴
を
徹
底
的
に
洗

い
出
し
な
が
ら
、
新
し
い
市
場
に
打
っ
て
出

る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

市
場
の
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、

木
材
や
天
然
石
な
ど
の
天
然
素
材
に
対
す
る

需
要
の
高
ま
り
で
あ
る
。
住
宅
の
壁
で
は
、

こ
れ
ま
で
白
を
基
調
と
す
る
ビ
ニ
ル
ク
ロ
ス

が
主
流
だ
っ
た
が
、
近
年
は
、
大
型
T
V
の

背
面
壁
や
床
の
間
な
ど
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
に

な
る
壁
を
天
然
素
材
で
仕
上
げ
る
ニ
ー
ズ
が

増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
価
格
は
高
く
、
施

工
に
も
手
間
が
か
か
る
。
一
方
、
印
刷
・
成

形
と
い
っ
た
天
然
素
材
を
忠
実
に
模
倣
す
る

技
術
は
格
段
に
進
歩
。
見
た
目
は
本
物
と
見

り
加
工
さ
れ
た
ボ
ー
ド
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
が
る

の
で
、
壁
一
面
を
美
し
く
表
現
で
き
る
。

　
「G

R
AV

IO
 ED

G
E 

」に
は
、
4
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
細
長
い

ピ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
る
。「F

フ
ル
ッ
ソ

lusso
」は
、
表

面
が
や
や
傾
斜
し
て
お
り
、
美
し
い
陰
影
の

水
平
ラ
イ
ン
を
壁
面
に
描
く﹇
❶
﹈。
砂
岩
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
「B

ブ
ロ
ッ
コ

locco

」は
、
各
ピ
ー
ス

の
凹
凸
が
エ
イ
ジ
ン
グ
を
感
じ
さ
せ
る
レ
ン

ガ
積
み
の
壁
を
想
像
さ
せ
る﹇
❷
﹈。
流
れ
石

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「C

カ
ル
セ

alse

」は
、
リ
ゾ
ー

ト
に
い
る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す

大
谷
石
の
イ
メ
ー
ジ﹇
❸
﹈。「C

カ
ー
ヴ
ァ

urva

」が 

表

現
す
る
の
は
、
糸
を
折
り
込
ん
だ
布
地
。 

ピ

ー
ス
の
1
つ
1
つ
が
湾
曲
し
て
お
り
、
柔
ら

か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
﹇
❹
﹈。

　
「
発
売
前
で
す
が
、
女
性
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
開
発
し
た
『C

urva

』の
人
気
が
想
定

よ
り
も
高
い
と
い
う
感
触
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
発
売
後
の
反
響
を
見
な
が
ら
、

『G
R

AV
IO

 ED
G

E

』
に
続
く
製
品
の
開
発

に
も
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
」（
川
邊
氏
）。

分
け
が
付
か
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。

　

2
0
1
8
年
6
月
に
発
売
さ
れ
る「G

グ

ラ

R
A 

V

ビ

オ

IO
 E

エ

ッ

ジ

D
G

E

」（
大
建
工
業
）は
、
こ
う
し
た

時
流
を
的
確
に
と
ら
え
た
不
燃
壁
材
で
あ

る
。
1
9
9
7
年 

の
発
売
以
来
、
木
造
戸
建

住
宅
の
耐
力
壁
と
し
て
約
80
万
棟
に
採
用
さ

れ
て
い
る
「
ダ
イ
ラ
イ
ト
」﹇
※
﹈
を
ベ
ー
ス

と
し
て
い
る
。

　
「『
ダ
イ
ラ
イ
ト
』を
仕
上
げ
材
と
し
て
見

た
場
合
、
内
装
制
限
や
外
廻
り
の
防
火
規
制

に
対
応
で
き
る
不
燃
性
能
に
加
え
て
、
成
形

性
や
加
工
性
が
よ
い
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま

す
。
表
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
表
現
で
き
る

の
で
す
。
従
来
は
、
塗
装
技
術
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て『
ダ
イ
ラ
イ
ト
』を
仕
上
げ
材
と
し
て

実
用
化
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
特
殊
多

彩
塗
装
技
術
の
開
発
に
成
功
し
た
結
果
、

『G
R

AV
IO

 ED
G

E

』 の
製
品
化
を
実
現
し

ま
し
た
」（
大
建
工
業 

エ
コ
事
業
部 

D

 
I 

L
開
発
課 

課
長 

川
邊
伸
夫
氏
）。

※　 「ダイライト」は中間層が火山性ガラス質材料（シラス発泡体）、 表層がロックウールという構成。軽量性
を出すためのシラス発泡体を強度の高いロックウールで保護している。「GRAVIO EDGE」の総厚は9㎜

❶	 �大型TVを掛けた背面壁一面を「GRAVIO EDGE Flusso」〈ダークグレー〉で仕上げた例。ピース
ごとの色合いにバラつきがあるほか、コーニス照明による天井からの柔らかな光が溝による立体
感を強調するので、視線が自然と壁面に導かれる

❷	 �空間を緩やかに分節する間仕切壁を「GRAVIO EDGE Blocco」
〈ライトグレー〉で仕上げた例。グレイッシュなレンガ積み風の
壁と黒いサッシが白い内装とほどよいコントラストとなり、空
間をスタイリッシュに見せる

❸	 �内と外の一体感を高める方法として、窓に接する内装材と外装
材の質感を揃えるという考え方がある。ここでは、外壁の質感
に合わせた「GRAVIO EDGE Calse」〈ベージュ〉を内装材に使
用。内と外の領域を曖昧にした

❹	 �見せる収納であれば、背面壁の素材にもこだわりをもちたい。こ
こでは、「GRAVIO EDGE Curva」〈ネイビーブルー〉をオープ
ンシェルフの背面壁として使用。カラフルでムラのある表情は、
収納物を引立てつつ、アクセントとして映える
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